


皆
さ
ん
は
「
ダ
レ
ヤ
メ
」
と
い
う
言
葉
を

知
っ
て
い
ま
す
か
。
鹿
児
島
弁
で「
ダ
レ（
疲

れ
）」
を
「
ヤ
メ（
取
）る
」。
仕
事
の
後
、
本

格
焼
酎
（
以
下
、
焼
酎
）
を
飲
ん
で
一
日
の

疲
れ
と
ス
ト
レ
ス
を
癒
や
し
、
明
日
へ
の
活

力
を
養
う
、
鹿
児
島
の
晩
酌
の
こ
と
で
す
。

な
ぜ
鹿
児
島
に
ダ
レ
ヤ
メ
文
化
が
根
付
い

た
の
で
し
ょ
う
か
。
鹿
児
島
大
学
の
焼
酎
の

専
門
家
・
鮫
島
吉よ

し

廣ひ
ろ

さ
ん（
68
）に
、
そ
の
背

景
を
尋
ね
ま
し
た
。

風
土
が
生
ん
だ「
鹿
児
島
」の
お
酒

「
鹿
児
島
は
焼
酎
発
祥
の
地
。
16
世
紀
の

大
工
の
落
書
き
に
庶
民
の
お
酒
と
し
て
広

ま
っ
て
い
た
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。
18
世

紀
に
は
当
時
高
価
な
米
の
代
わ
り
に
、
安
く

て
育
て
や
す
い
サ
ツ
マ
イ
モ
が
使
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
清
酒
作
り
に
向

か
な
い
暑
い
土
地
柄
が
、
焼
酎
造
り
に
合
う

麹
菌
の
導
入
や
製
造
法
の
工
夫
に
つ
な
が
り

ま
す
。
ま
た
奄
美
地
方
で
は
、
黒
糖
の
産
地

な
ら
で
は
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
原
料
に
し
た
黒

糖
焼
酎
が
造
ら
れ
る
な
ど
、
鹿
児
島
独
自
の

お
酒
と
し
て
進
化
を
続
け
て
き
た
の
で
す
。

鹿
児
島
の
味
付
け
は
、
し
ょ
う
ゆ
を
は

じ
め
甘
く
こ
っ
て
り
。
そ
の
味
に
合
う
の

が
す
っ
き
り
と
し
た
『
焼
酎
』。
お
湯
割
り
、

水
割
り
な
ど
自
分
の
好
み
の
濃
さ
で
、
ア
ル

コ
ー
ル
度
数
を
変
え
て
食
中
酒
と
し
て
楽
し

め
る
、
世
界
的
に
も
特
に
珍
し
い
蒸
留
酒
な

の
で
す
。
さ
ら
に
鹿
児
島
大
学
の
最
近
の
研

だ

「黒“糖”焼酎だから糖質が多い」とよく
誤解されますが、本格焼酎は全て糖質
ゼロ。ダイエットにも最適です。黒糖焼
酎は奄美地方でしか造られない特別な
お酒。すっきりした味わいで、どんな割
り方も合います。私は紅茶割りでよく楽
しんでいますよ。

﨑本 彩さん（21）
鹿児島市在住

芋焼酎のお勧めの飲み方は「お湯割り」。
香りが立ち、鹿児島の料理の味を引き
立ててくれます。黒ぢょかや薩摩切子、
そらきゅうなどの酒器にも鹿児島ならで
はの歴史や文化が隠れていて魅力的で
すね。焼酎を飲む人はみんな笑顔。人
同士を結ぶすてきなお酒です。

森 万
ま

由
ゆ

子
こ

さん（21）

鹿児島市在住
INTERVIEWINTERVIEW

2015ミス
薩摩焼酎

2015ミス
奄美黒糖

焼酎



https://www.youtube.com/watch?v=c7iKH8H5Puo

 ●「本格」焼酎とは、麹にイモや黒糖などの主原料を加えて発酵を進め、

できたもろみを単式蒸留器でじっくり蒸留して造られる、砂糖やアル

コールなどの添加物が一切無い焼酎。原料の風味が豊かで、味わい深い

のが特徴。

● 鹿児島の焼酎は「薩摩焼酎」として世界貿易機関（WTO）のトリプス協
定で、地理的表示の産地指定を受けています。

● 昭和62年、日本酒造組合中央会が、新酒がおいしい季節の11月１日
を本格焼酎の日と制定。平成19年には、奄美大島酒造組合が「こ・く・

とう」と読める５月９、10日を奄美黒糖焼酎の日と制定。

鹿児島の焼酎の
魅力が分かる動画は
こちらから

※お酒は20歳になってから、適量で。

※飲酒運転は法律で禁止されています。

※妊娠中や授乳期の飲酒は控えましょう。

鮫島吉
よし

廣
ひろ

さん（68）

南さつま市出身。大手酒造
メーカー勤務を経て、鹿児島
大学教授、全国初の焼酎学講
座を開講。同大焼酎・発酵学
センター客員教授。同市在住。

究
で
、
焼
酎
は
『
水
や
ほ
か
の
酒
よ
り
も
、

食
後
の
血
糖
値
の
上
昇
を
抑
え
る
効
果
が
高

い
』
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
糖
質
や
プ
リ

ン
体
も
含
ま
ず
、
ま
さ
に
健
康
を
考
え
て
飲

む
な
ら
焼
酎
が
一
番
。

県
内
に
は
１
１
３
の
蔵
元
が
あ
り
、
そ
の

数
は
日
本
一
。
各
蔵
元
が
作
る
豊
富
な
銘
柄

と
多
様
な
味
わ
い
は
、
毎
日
飲
む
お
酒
と
し

て
無
限
の
楽
し
さ
を
秘
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
素
晴
ら
し
い
要
素
が
、
私
た
ち

に
ダ
レ
ヤ
メ
文
化
を
根
付
か
せ
た
の
で
す
」

焼
酎
を
最
高
の
お
も
て
な
し
に

鹿
児
島
県
は
焼
酎
文
化
で
「
お
も
て
な

し
」
を
掲
げ
る
条
例
ま
で
制
定
し
た
、
自
他

共
に
認
め
る
焼
酎
王
国
。
体
に
優
し
い
焼
酎

は
、
地
域
独
自
の
歴
史
と
文
化
が
ぎ
っ
し
り

詰
ま
っ
た
最
高
の
一
品
で
す
。
県
外
の
人
に

ぜ
ひ
焼
酎
の
良
さ
を
伝
え
、
こ
だ
わ
り
の
飲

み
方
や
多
様
な
銘
柄
を
勧
め
て
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
お
も
て
な
し
が
、
鹿
児
島
の
魅
力

を
高
め
て
く
れ
ま
す
。「
ダ
レ
ヤ
メ
」
が
全

国
に
広
ま
る
日
を
夢
見
て
、
今
宵
も
鹿か

ご
ん
ま

児
島

の
焼
酎
で
乾
杯
、
し
ま
せ
ん
か
。

焼酎は
県・市町村合同企画

　

原
料
と
な
る
さ
つ
ま
芋
は
、
自
社
農
園
で
栽
培
し
、「
白

豊
芋
」「
安
納
芋
」「
種
子
島
ゴ
ー
ル
ド
（
紫
芋
）」
の
３
種

類
を
原
料
芋
に
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

代
表
銘
柄
の
「
貯
蔵
熟
成
久
耀
」
は
、
白
豊
芋
を
原
料
に
、

じ
っ
く
り
熟
成
し
た
原
酒
と
新
酒
を
ブ
レ
ン
ド
し
た
、
コ
ク

の
あ
る
味
わ
い
深
い
焼
酎
。
サ
ツ
マ
イ
モ
伝
来
の
地
に
あ
り

し
、
芋
へ
の
思
い
を
込
め
伝
承
さ
れ
る
焼
酎
を

届
け
て
い
ま
す
。

代表銘柄「貯蔵熟成久耀」　

明
治
36
年
か
ら
、
種
子
島
で
芋
焼
酎
づ
く
り
を
行
っ
て
い

る
高
崎
酒
造
。
島
内
の
地
元
農
家
が
栽
培
し
た
新
鮮
な
さ
つ

ま
芋
を
使
用
し
、
地
元
で
多
く
愛
飲
さ
れ
て
い
る
「
し
ま
甘

露
」
を
は
じ
め
、
特
産
品
の
安
納
芋
や
紫
芋
を
使
用
し
た
焼

酎
づ
く
り
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

代
表
銘
柄
の
「
し
ま
甘
露
」
は
、「
白
豊
」「
黄
金
千
貫
」

を
使
用
し
、
飲
み
飽
き
し
な
い
、
ま
ろ
や
か
な
甘
い
味
わ
い

と
芋
の
香
り
が
感
じ
ら
れ
る
焼
酎
で
す
。

代表銘柄「しま甘露」



　

市
内
事
業
所
及
び
事
業
主
の
給
与
事

務
担
当
者
を
対
象
に
、
平
成
28
年
分
の

年
末
調
整
の
仕
方
、
法
定
調
書
の
作
成

方
法
等
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
、
左
記

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

【
日
時
】　

11
月
21
日
（
月
）
14
時
〜
16
時

【
場
所
】

　

市
民
会
館
ホ
ー
ル

※
説
明
会
で
は
、「
平
成
28
年
分
年
末

調
整
の
し
か
た
」、「
平
成
28
年
分
給
与

所
得
の
源
泉
徴
収
票
等
の
法
定
調
書
の

作
成
と
提
出
の
手
引
」
な
ど
を
用
い
ま

す
。

※
お
越
し
の
際
は
、
税
務
署
か
ら
送
付

さ
れ
て
い
る
関
係
書
類
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

種
子
島
税
務
署
℡
２
２
‐
０
４
４
０

　

市
で
は
、
国
が
実
施
す
る
全
国
瞬
時

警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
‐
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）

の
訓
練
に
合
わ
せ
、
国
か
ら
の
緊
急
地

震
速
報
・
国
民
保
護
情
報
（
武
力
攻
撃

の
情
報
等
）
を
、
確
実
に
市
民
の
皆
さ

ん
へ
お
伝
え
す
る
た
め
の
試
験
放
送
を

実
施
し
ま
す
。

　

試
験
放
送
は
、
市
内
各
所
の
防
災
行

政
無
線
（
公
民
館
等
の
屋
外
拡
声
子
局

の
ス
ピ
ー
カ
ー
や
自
宅
の
戸
別
受
信

機
）
か
ら
、
緊
急
地
震
速
報
・
国
民
保

護
情
報
が
一
斉
に
流
れ
ま
す
が
、
実

際
の
地
震
等
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
試
験
放
送
予
定
日
】

緊
急
地
震
速
報

　

11
月
４
日
（
金
）　

10
時
頃

国
民
保
護
情
報

　

11
月
29
日
（
火
）　

11
時
頃

緊
急
地
震
速
報
と
は
・
・
・

　

地
震
の
発
生
後
に
、
各
地
で
の
強
い

揺
れ
の
到
達
時
刻
や
震
度
を
予
測
し
、

そ
の
情
報
を
可
能
な
限
り
、
素
早
く
知

ら
せ
る
方
法
で
す
。

国
民
保
護
情
報
と
は
・
・
・

　

武
力
攻
撃
や
大
規
模
テ
ロ
な
ど
が

迫
っ
て
い
る
と
き
、
ま
た
は
発
生
し
た

と
き
に
、
関
係
す
る
地
域
の
方
に
注
意

を
呼
び
掛
け
る
た
め
の
情
報
で
す
。

　

特
に
緊
急
地
震
速
報
を
見
聞
き
し
て

か
ら
、
地
震
の
強
い
揺
れ
が
来
る
ま
で

に
は
、
時
間
が
数
秒
〜
数
十
秒
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
緊
急
地
震
速
報
の
訓
練
放
送

に
合
わ
せ
て
、
短
い
時
間
に
慌
て
ず
に

身
を
守
る
た
め
、
机
の
下
に
隠
れ
る
な

ど
、
ま
ず
低
く
、
頭
を
守
り
、

動
か
な
い
訓
練
行
動
を
各
家
庭

や
職
場
な
ど
で
行
い
、
備
え
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

※
注
意
※

・
西
之
表
市
以
外
の
地
域
で
も
、
全
国

的
に
様
々
な
情
報
伝
達
手
段
で
試
験
が

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
災
害
の
発
生
状
況
、
気
象
状
況
等
に

よ
っ
て
は
、
試
験
を
中
止
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

・
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
携
帯
電
話
（
携

帯
電
話
会
社
の
一
斉
サ
ー
ビ
ス
）
か
ら
、

訓
練
用
の
緊
急
地
震
速
報
が
放
送
ま
た

は
報
知
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Facebook 始めました！
防災　種子島にしのおもて 検索

防災関連情報を提供しています。

■問い合わせ先
　市役所総務課防災消防係
　℡２２-１１１１
　内線２０５・２０６



　

市
で
は
、
公
用
車
と
し
て
こ
れ
ま
で

使
用
し
て
い
た
車
両
を
売
却
し
ま
す
。

　

購
入
を
ご
希
望
の
方
は
、
次
の
条
件

を
承
諾
の
上
、
入
札
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

■
売
却
条
件

①
こ
の
公
売
は
、
経
年
劣
化
に
伴
い

本
市
が
不
要
と
決
定
し
た
も
の
を

売
却
す
る
も
の
で
す
。
使
用
に
あ
た
っ

て
は
、
整
備
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

②
車
両
は
現
状
渡
し
と
な
り
、
一
次
抹

消
登
録
済
み
で
の
引
渡
し
と
な
り
ま

す
。
現
状
の
ま
ま
で
は
走
行
で
き
な
い

の
で
、
落
札
者
は
け
ん
引
等
で
移
動
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

③
市
で
は
、
落
札
後
の
移
動
費
、

修
繕
費
等
一
切
の
経
費
を
負
担
し

ま
せ
ん
。
ま
た
、
売
却
後
の
車
両

の
不
備
や
不
具
合
等
に
つ
い
て
も
、

一
切
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

④
落
札
物
件
は
、
落
札
後
10
日
以
内
に

移
動
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
代
金
の
納

入
確
認
後
、
引
渡
し
と
な
り
ま
す
。
移

動
期
限
ま
で
に
代
金
を
納
入
し
、
移
動

し
て
く
だ
さ
い
。

⑤
車
両
外
版
に
表
示
さ
れ
て
い
る
「
西

之
表
市
」
等
の
表
示
は
、
必
ず
消
去
し

て
く
だ
さ
い
。

⑥
不
法
投
棄
や
不
適
切
処
理
を
す
る
こ

と
が
な
い
よ
う
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
法
律
等
の
関
係
法
令
を

遵
守
し
て
く
だ
さ
い
。

⑦
そ
の
他
右
記
以
外
に
つ
い
て
は
、
西

之
表
市
関
係
条
例
及
び
規
則
等
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
ま
す
。

■
物
品
公
開
期
間
及
び
場
所

【
日
時
】

　

10
月
25
日
（
火
）
〜
11
月
24
日
（
木
）

　

９
時
〜
17
時

【
場
所
】

　

旧
榕
城
中
学
校
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
付
近

■
入
札
日
時
及
び
場
所

【
日
時
】
11
月
25
日
（
金
）
９
時
30
分
〜

【
場
所
】
西
之
表
市
役
所
入
札
室
（
２
階
）

■
入
札
方
法

①
入
札
は
、
入
札
開
始
時
に
入
札
会
場

に
い
な
い
場
合
は
、
入
札
に
参
加
で
き

ま
せ
ん
。

②
入
札
書
は
、
西
之
表
市
指
定
の
様
式

を
入
札
会
場
に
て
配
布
し
ま
す
。

③
代
理
人
に
よ
る
入
札
を
す
る
と
き

は
、
入
札
当
日
、
入
札
会
場
に
て
委
任

状
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

④
入
札
書
記
載
の
金
額
に
、
消
費
税

８
％
を
加
え
た
額
が
売
却
価
格
と
な
り

ま
す
の
で
、
入
札
書
に
は
消
費
税
抜
き

の
金
額
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

■問い合わせ先
　市役所財産監理課
　管理係
　℡２２-１１１１
　内線２８４

公　売　物　件
整理番号 ①（24 号） ②（34 号） ③（12 号）

物 件 の
種 類 ハイエース貨物車 ハイエース貨物車 1ｔトラック

型 式 GB‐RZH112V GB‐RZH102V T‐YH81
車 名 トヨタ
種 別 小　型
用 途 貨　物
排 気 量 1.99 Ｌ 1.99 Ｌ 1.81 Ｌ
燃 料 の 種 別 ガソリン
乗 車 定 員 ３[ ９] 人 ３[ ９] 人 3 人
初 度 登 録
年 月 平成 10 年５月 平成９年８月 平成４年８月

走 行 距 離 135,139km 151,086km 99,000km
最低売却価格 50,000 円（税込） 50,000 円（税込） 50,000 円（税込）
備 考 一次抹消登録済み 一次抹消登録済み 一次抹消登録依頼済み



　

市
で
は
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
と

そ
の
家
族
が
少
し
で
も
安
心
し
て
暮
ら

す
こ
と
で
き
る
よ
う
、「
安
否
確
認
シ
ス

テ
ム
の
設
置
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
購

入
・
設
置
費
用
は
一
切
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
住
宅
へ
の
設
置
を
希
望
す
る
方
は
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

安
否
確
認
シ
ス
テ
ム
と
は
・
・
・

　

在
宅
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
予
め
指

定
さ
れ
た
時
間
内
に
１
回
も
セ
ン
サ
ー

が
反
応
し
な
い
と
き
（
住
宅
内
で
人
の

動
き
が
検
知
さ
れ
な
い
状
態
）
に
は
、

通
報
機
に
予
め
登
録
さ
れ
た
ご
家
族
の

携
帯
電
話
な
ど
に
、
自
動
的
に
異
常

を
報
せ
る
音
声
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
流
し
ま

す
。
ま
た
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
の
後
、
電
話

を
掛
け
直
し
て
、
安
否
の
確
認
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
機
器
の
詳
細
は
、

下
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

料
金
に
つ
い
て
・
・
・

　

通
報
時
に
電
話
料
金
が
、
１
回
数
十

円
か
か
り
ま
す
。
ま
た
、
月
１
０
０
円

程
度
の
電
気
代
が
か
か
り
ま
す
。

申
請
に
つ
い
て
・
・
・

　

設
置
を
希
望
す
る
場
合
は
、
市
役
所

健
康
保
険
課
介
護
保
険
係
ま
で
、
事
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
健
康
保
険
課
介
護
保
険
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
６
２

詳しくは
http://koureisyaanpikakunin-
mobile.com/
をご覧ください。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
候
補
者
は
、
選
挙
権
を

有
す
る
県
民
の
中
か
ら
く
じ
で
選
定
さ

れ
ま
す
。
選
定
さ
れ
た
候
補
者
の
方
へ

は
、
11
月
中
旬
頃
に
「
裁
判
員
候
補
者

名
簿
へ
の
記
載
の
お
知
ら
せ
」
ま
た
は

「
検
察
審
査
員
候
補
者
名
簿
へ
の
記
載

の
お
知
ら
せ
」
が
届
き
ま
す
。

　

国
民
が
司
法
に
参
加
す
る
２
つ
の
制

度
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
問
い
合
わ
せ
先

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

裁
判
員
に
つ
い
て

　

鹿
児
島
地
方
裁
判
所
刑
事
部
裁
判
員
係

　

℡
０
９
９
‐
２
２
２
‐
７
１
５
７

　

検
察
審
査
員
に
つ
い
て

　

鹿
児
島
検
察
審
査
会
事
務
局

　

℡
０
９
９
‐
８
０
８
‐
３
７
１
９

　

県
で
は
、１
９
８
８
年
に
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世

界
保
健
機
関
）
が
、
エ
イ
ズ
の
ま
ん
延

防
止
及
び
感
染
者
・
患
者
に
対
す
る
差

別
・
偏
見
の
解
消
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
定
め
た
、
12
月
１
日
の
「
世
界

エ
イ
ズ
デ
ー
」
を
中
心
と
し
た
１
ヵ
月

間
を
、「
鹿
児
島
レ
ッ
ド
リ
ボ
ン
月
間
」

と
定
め
て
い
ま
す
。

　

西
之
表
保
健
所
で
は
、
次
の
と
お
り
、

平
日
夜
間
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
を
実
施
し
ま

す
。
こ
の
機
会
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
を
受
け

て
み
ま
せ
ん
か
。

【
検
査
実
施
日
】

　

12
月
６
日
（
火
）
17
時
〜
19
時

【
検
査
実
施
場
所
】
西
之
表
保
健
所

【
予
約
方
法
】
完
全
予
約
制

※
予
約
が
な
い
場
合
に
は
、
検
査
が
受

け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

12
月
５
日
（
月
）
ま
で
に
必
ず
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

【
検
査
料
】
無
料

【
そ
の
他
】

・
検
査
時
間
は
約
１
時
間
程
度

・
平
日
勤
務
時
間
内
に
お
け
る
検
査
・

相
談
に
つ
い
て
は
、
電
話
等
に
よ
り
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。（
要
予
約
）

・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
に
併
せ
て
肝
炎
検
査
の

実
施
も
可
能
で
す
。

・
検
査
は
原
則
と
し
て
匿
名
。
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
は
保
護
さ
れ
ま
す
の
で
、
安
心

し
て
検
査
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

西
之
表
保
健
所
℡
２
２
‐
０
０
１
８

平成 28年度
「世界エイズデー」
キャンペーンテーマ

「知っていても、
　　分かっていても

AIDS  IS  NOT  OVER」



　

10
月
６
日
（
木
）、
西
之
表
市
農
業

振
興
公
社
で
、
西
之
表
援
農
隊
開
始
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

援
農
隊
と
は
、
農
業
就
業
者
の
高
齢

化
や
人
手
不
足
で
農
業
労
働
力
を
求
め

て
い
る
個
人
経
営
の
事
業
者
に
対
し
、

農
業
労
働
力
（
草
刈
り
、
植
付
け
、
収

穫
等
）
を
提
供
す
る
も
の
で
す
。

　

式
で
は
隊
員
を
代
表
し
て
、
援
農
隊

長
の
宮
下
文
人
さ
ん
が
「
隊
員
は
５
名

と
少
な
い
で
す
が
、
微
力
な
が
ら
、
農

家
の
役
に
立
て
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。」

と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

西
之
表
市
農
業
振
興
公
社

　

℡
２
２
‐
２
１
２
１

　

県
議
会
で
は
、
県
民
の
皆
様
に
、
議

会
の
役
割
や
活
動
内
容
等
を
お
知
ら
せ

す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
諸
課
題
等
に

つ
い
て
、
県
民
の
皆
様
と
の
意
見
交
換

を
行
う
「
あ
な
た
の
そ
ば
で
県
議
会
」

を
、
左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

【
開
催
日
時
】

　

11
月
６
日
（
日
）
13
時
〜
15
時

【
開
催
場
所
】

　

種
子
島
こ
り
ー
な
（
中
種
子
町
）

【
テ
ー
マ
】

　
「
あ
な
た
が
考
え
る
熊
毛
地
域
の
振

興
策
」
ほ
か
県
政
一
般

【
参
加
議
員
】

　

正
・
副
議
長
、
地
元
選
出
議
員
、
そ

の
他
県
議
会
議
員

※
申
込
不
要
・
入
場
料
無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
議
会
事
務
局
総
務
課

　

℡
０
９
９
‐
２
８
６
‐
５
０
１
３

　
（
担
当
／
久
保
・
吉
田
）

　

県
で
は
、
肺
が
ん
の
早
期
発
見
に
有

効
と
さ
れ
て
い
る
低
線
量
Ｃ
Ｔ
に
よ
る

肺
が
ん
検
診
を
、
多
く
の
方
に
受
診
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
検
診
費
用
を
一

部
助
成
し
ま
す
。

【
対
象
】

　

県
内
に
住
所
を
有
す
る
50
歳
以
上
の

方
（
受
診
日
時
点
）

【
自
己
負
担
額
】

　

３
，
１
５
０
円

【
実
施
期
間
】

　

平
成
29
年
３
月
末
ま
で

【
受
診
手
続
き
】

　

県
と
契
約
し
た
一
次
検
診
機
関
に
、

直
接
電
話
な
ど
で
予
約
・
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
一
次
検
診
機

関
に
つ
い
て
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://w
w
w
.pref.kagoshim

a.jp/
ae06/kenko-fukushi/kenko-iryo/
seikatusyukan/cancer/haigan.
htm
l

）
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
左
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
庁
健
康
増
進
課

　

℡
０
９
９
‐
２
８
６
‐
２
７
２
１

　

平
成
28
年
度
戦
没
者
追
悼
式
及
び
奉

納
相
撲
を
、
左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
の
で
、
関
係
各
位
の
参
列
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

な
お
、
奉
納
相
撲
は
追
悼
式
終
了
後

開
催
し
ま
す
。

【
開
催
日
時
】

　

11
月
５
日
（
土
）
９
時
〜

※
奉
納
相
撲
は
、
10
時
頃
開
始
予
定

【
開
催
場
所
】
わ
か
さ
公
園
慰
霊
塔
前

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
福
祉
事
務
所
援
護
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
２
９
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【第２部】（生後12カ月以上～15ヶ月未満）
　１席　宮川耕一（上西校区）
　アーチス  ブラクストン  レモングラス
【第３部】（生後15カ月以上～18ヶ月未満）
　１席　宮川耕一（上西校区）
　デトライト  ブラクストン  リヴエレスト
　２席　種子島高等学校（榕城校区）
　ズワルチエ  ダンデイー  リステイ
【第４部】（生後18カ月以上～22ヶ月未満）
　１席　種子島高等学校（榕城校区）
　ジエマイマ  ジレスピー  ラトーマ
※本市出品牛のうち県ホルスタイン共進会
出場牛のみ掲載（席順、出品者名、牛名）
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第114弾
種子島の旬の食材をおいしく食べよう！

▼

９月
下旬

日本ブース前での販売憧れのミシェル・ブラスシェフにも
生姜をお渡ししました！



　

千
座
の
岩
屋
の
巨
大
な
洞
窟
を
舞
台

に
し
た
、
光
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
メ
イ
ン
会
場

で
は
、ス
ー
パ
ー
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
「
Ｍ

Ｅ
Ｇ
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
‐
Ⅱ
」
に
よ
る
、
極

限
ま
で
微
細
化
さ
れ
た
星
空
を
、
自
然

石
の
岩
肌
に
３
６
０
度
に
わ
た
っ
て
投

影
。
他
の
洞
窟
に
も
光
の
演
出
が
あ

り
、
千
座
の
岩
屋
が
星
空
の
迷
宮
と
な

り
ま
す
。
打
ち
寄
せ
る
波
の
音
と
と
も

に
、
幻
想
的
な
奥
行
き
と
広
が
り
を
感

じ
る
、
誰
も
見
た
こ
と
の
な
い
神
秘
的

な
宇
宙
空
間
を
体
験
で
き
ま
す
。

　

下
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■問い合わせ先
　宇宙芸術祭実行委員会
　（南種子町商工会内）
　℡０９９７‐２６‐６５１３

【
開
催
日
時
】

・
11
月
11
日
（
金
）
21
時
〜
23
時

・
11
月
12
日
（
土
）

　
　
　
　
　

21
時
30
分
〜
23
時
30
分

・
11
月
13
日
（
日
）

　
　
　
　
　

22
時
30
分
〜
24
時
30
分

・
11
月
14
日
（
月
）
23
時
〜
25
時

【
会
場
】
千
座
の
岩
屋

【
料
金
】

・
大
人
（
中
学
生
以
上
）
１
０
０
０
円

・
小
人
（
小
学
生
）
５
０
０
円

※
小
学
生
未
満
無
料
。
入
場
券
は
当
日

受
付
で
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
日
は
、「
介
護
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
及
び
そ

の
家
族
、
介
護
従
事
者
等
を
支
援
す
る

と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
人
た
ち
を
取
り

巻
く
地
域
社
会
に
お
け
る
支
え
合
い
や

交
流
を
促
進
す
る
」
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
介
護
の
日
」
に
合
わ
せ
て
、
県
内
各

地
で
関
係
団
体
に
よ
る
、「
介
護
相
談
」

が
実
施
さ
れ
る
ほ
か
、
11
月
６
日
に
か

ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
る
「
介
護
の
つ
ど
い
」（
詳
細
は
下
記

の
と
お
り
）
を
は
じ
め
、
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
る
様
々
な
催
し
が
開
催
さ
れ

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 ■問い合わせ先

　鹿児島県庁社会福祉課
　℡ 099-286-2824
　鹿児島県庁介護福祉課
　℡ 099-286-2696

　
「
介
護
の
魅
力
発
見
！
〜
今
、
介
護

の
未
来
を
考
え
よ
う
〜
」
を
テ
ー
マ

に
、「
介
護
の
日
」
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。
当
日
は
、
県
介
護
福

祉
士
養
成
施
設
協
会
主
催
の
イ
ベ
ン
ト

も
開
催
し
ま
す
の
で
、
介
護
に
関
心
の

あ
る
方
、
介
護
の
仕
事
に
興
味
の
あ
る

方
、
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。（
※
入
場
料
無
料
）

【
開
催
日
時
】

　

11
月
６
日
（
日
）
10
時
〜
16
時

【
会
場
】

　

か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー

【
イ
ベ
ン
ト
内
容
】

・「
認
知
症
カ
フ
ェ
」
の
取
組
紹
介

・
車
い
す
体
験
や
高
齢
者
疑
似
体
験

・
介
護
用
具
の
展
示
や
介
護
相
談　

等



■
問
い
合
わ
せ
先　

　

鹿
児
島
北
年
金
事
務
所

　
　

℡
０
９
９
‐
２
２
５
‐
５
３
１
１

　

市
役
所
市
民
生
活
課
国
民
年
金
係

　
　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
５

　

平
成
28
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日

ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

さ
れ
た
方
に
は
、
本
年
11
月
上
旬
に
日
本

年
金
機
構
か
ら
「
社
会
保
険
料(

国
民
年

金
保
険
料)

控
除
証
明
書
」
が
送
ら
れ
ま

す
。（
平
成
28
年
10
月
１
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
の
間
に
、
今
年
は
じ
め
て
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
へ
は
、
翌
年

２
月
上
旬
に
送
ら
れ
ま
す
。）

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
、
必

ず
こ
の
証
明
書
（
又
は
領
収
証
書
）
を
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。

■問い合わせ先
　市地域包括支援センター（市役所健康保険課高齢者支援室）　℡ 23-5225
■問■問 合い合わせわせ先先
市市地域地域包括包括支援支援センセンタータ （市（市役所役所健康健康保険保険課高課高齢者齢者支援支援室）室） ℡℡ 2323-55222255

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は

全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

  

平
成
28
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
に
納
め

ら
れ
た
保
険
料
の
全
額
が
控
除
対
象
で

す
。
過
去
の
年
度
分
や
追
納
さ
れ
た
保
険

料
も
含
ま
れ
ま
す
。
ご
自
身
の
保
険
料
だ

け
で
な
く
、
配
偶
者
や
ご
家
族(

お
子
様

等)

の
負
担
す
べ
き
国
民
年
金
保
険
料
を

支
払
っ
て
い
る
場
合
、
そ
の
保
険
料
も
合

わ
せ
て
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

12
月
31
日
ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
い

た
保
険
料
は
、
今
年
の
申
告
（
控
除
）
の

対
象
に
な
り
ま
す
の
で
、
控
除
証
明
書
の

納
付
済
額
（
見
込
額
が
あ
る
場
合
は
、
合

計
額
）
に
、
追
加
で
納
め
て
い
た
だ
い
た

保
険
料
額
を
合
算
し
て
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。
申
告
の
際
は
、
送
付
さ
れ
た
控
除

証
明
書
に
、
追
加
で
納
め
て
い
た
だ
い
た

保
険
料
の
領
収
証
書
を
添
付
し
て
く
だ

さ
い
。

　

税
法
上
と
て
も
有
利
な
国
民
年
金
は
、

老
後
や
不
慮
の
事
故
な
ど
、
万
一
の
と
き

に
も
心
強
い
味
方
と
な
る
制
度
で
す
。
保

険
料
は
、
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

控
除
証
明
書
の
納
付
見
込
額
以
上
に

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
た
と
き
は
…

「
よ
ろ
〜
て
元
気
ア
ッ
プ
教
室
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

各
地
で
始
ま
っ
て
い
ま
す
！

　

４
月
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
「
よ
ろ
〜
て
元
気
ア
ッ
プ
教
室
」（
住
民
主

体
で
行
う
体
操
教
室
）
が
、
市
内
17
地
域
に
広
ま
っ
て
い
ま
す
。（
10
月

１
日
現
在
）

　

教
室
の
説
明
会
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ま
だ
開
始
さ
れ
て
い
な

い
地
域
の
皆
さ
ん
も
一
緒
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

―  お知らせ  ―
　「よろ～て元気アップ教室」や、その他の介護予防の取り組
みについての紹介・体験などを、下記のとおり行います。
　ぜひ、お立ち寄りください。※詳細は後日案内します。
　【日時】　１２月６日（火）１０時～１６時（予定）
　【場所】　西之表市商店街まちかど
　　　　　インフォメーションセンター
　　　　　（西町公民館近く）

≪現在開催している地域≫
①塰泊　②中野　③桜園　④美浜町
⑤本立　⑥納曽　⑦松畠　⑧野木平
⑨川迎　⑩牧之峯　⑪中西　⑫小牧
⑬中割　⑭浅川　⑮国上中目
⑯寺之門　⑰古田　
　１７地域　約３００名
※今後、沖ヶ浜田、田之脇も開始予定

「体力がついた！」
「笑顔が増えた！」
など嬉しい声が
届いています！



立
山
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
か
な
？

―
魔
法
の
言
葉 

お
〜
き
ん
な
ぁ
―

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
５
７

▲

▲



Ｈ
‐
Ⅱ
Ｂ
ロ
ケ
ッ
ト
６
号
機

　
　
　
　
　
　
　

打
上
げ
決
定
！

平
成
2 8
年
度

西
之
表
市
い
じ
め
防
止

啓
発
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

　

Ｈ
‐
Ⅱ
Ｂ
ロ
ケ
ッ
ト
６
号
機
に
よ

る
、宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
補
給
機
「
こ

う
の
と
り
」
６
号
機
（
Ｈ
Ｔ
Ｖ
６
）

の
打
上
げ
が
決
ま
り
ま
し
た
。

【
打
上
げ
予
定
日
】

　

12
月
９
日
（
金
）

【
打
上
げ
予
定
時
刻
】

　

22
時
26
分
頃
（
日
本
標
準
時
）

※
最
新
の
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
軌
道
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

■
打
上
げ
予
備
期
間

　

12
月
10
日
（
土
）
〜
31
日
（
土
）

※
予
備
期
間
中
の
打
上
げ
日
及
び
時

刻
に
つ
い
て
は
、
国
際
宇
宙
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
運
用
に
係
る
国
際
調
整
に

よ
り
決
定
し
ま
す
。

　
「
こ
う
の
と
り
」
は
、
世
界
最
大

の
補
給
能
力
を
持
つ
日
本
の
補
給
船

で
す
。
今
回
の
６
号
機
で
は
、
日
本

製
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
を
使
用
し

た
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｉ
Ｓ

Ｓ
）
用
新
型
バ
ッ

テ
リ
な
ど
、
と
て

も
重
要
な
物
資
を

運
ぶ
役
割
を
担
い

ま
す
。
ま
た
、
Ｉ

Ｓ
Ｓ
で
の
生
活
に

平
成
28
年
度　

西
之
表
市
い
じ
め
防
止
啓
発
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

か
か
せ
な
い
水
（
種
子
島
の
水
を
水
充
填

装
置
を
通
し
て
飲
料
水
バ
ッ
ク
に
充
填
し
、

Ｉ
Ｓ
Ｓ
へ
届
け
ま
す
）
や
食
料
、
衣
料
品

は
も
ち
ろ
ん
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ
で
の
実
験
装
置
な

ど
、
多
く
の
物
を
運
び
ま
す
。

　

み
ん
な
で
、
こ
う
の
と
り
６
号
機
を
応

援
し
ま
し
ょ
う
！

宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
補
給
機

　
　
　
　
「
こ
う
の
と
り
」
愛
称
の
由
来

　

平
成
22
年
８
月
か
ら
約
１
ヶ
月
間
、
愛

称
を
募
集
し
、
１
万
７
２
３
６
件
の
応
募

の
中
か
ら
、「
こ
う
の
と
り
」
が
愛
称
に
決

定
。
赤
ん
坊
や
幸
せ
と
い
っ
た
大
切
な
物

を
運
ぶ
と
い
う
「
こ
う
の
と
り
」
の
イ
メ
ー

ジ
が
、
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
重
要

な
物
資
を
運
ぶ
Ｈ
Ｔ
Ｖ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
内

容
を
的
確
に
表
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
選

ば
れ
ま
し
た
。

支
援

の
輪 を

広
げ

よ
う！

援

の を
広
げ

よ



校区 男 女 計 世帯数
榕城 3749 4189 7938 3960
上西 235 276 511 276
下西 1084 1220 2304 1178
国上 553 605 1158 608
伊関 193 209 402 210
安納 202 221 423 227
現和 641 658 1299 682
安城 146 164 310 172
立山 57 52 109 55
中割 52 51 103 60
古田 186 227 413 204
住吉 424 503 927 510

［火　災］
 出火件数　 2 件
 うち建物　 1 件
［救　急］
 出動件数　82件
 うち急病　46件

発生件数　 15 件
死 者　   0 人
負 傷 者　 18 人

（
出
生
児
）
（
性
別
）

（
父
）

（
母
）

（
住
所
）

志
賀　

衣い
ず
み純

女

慧

英
恵

桜
園

千
葉　

海か
い
と翔

男

洋
介

美
穂

埼
玉
県

矢
野　

海か
い
り里

男

秀
樹

登
至
子
西
町

草
本　

す
ず

女

裕
介

め
ぐ
み
長
崎
県

藤
村　

昴あ
お
し矢

男

寿
彦

直
美

洲
之
崎

［人口］
全体 15,897 人（＋     １）
男性   7,522 人（＋     ２）
女性   8,375 人（－     １）

［世帯数］
世帯（－  　３）

（　）内の数字は前月比

（
氏
名
）

（
年
齢
）
（
住
所
）

西
川　

チ
ヱ

91

武
部

𠮷
留　

ケ
サ

100

中
西

二
村　

勝
生

81

十
三
番

榎
本　

重
雄

88

現
和
上
之
町

大
河　

茂

65

湊

木
原　

助
八

86

武
部

西
野　

辰
夫

95

塰
泊

福
元　

秀
雄

86

野
木
平

上
﨑　

光
男

81

平
松

西
川　

ル
イ
子

75

武
部

川
原　

澄
男

59

川
脇

田
村　

オ
サ
ノ

68

川
迎

　

川　

ヤ
チ
子

69

武
部

木
𠩤　

ウ
タ

89

武
部

前
山　

隣
子

75

城

出
木
塲　

香

73

万
波

岩
下　

助
次

81

庄
司
浦

深
田　

ミ
チ
子

88

里
之
町

中
山　

常
磐

83

古
田
中
之
町

（
寄
付
者
名
）

（
住
所
）

（
故
人
名
）

松
尾　
　

子

野
首

松
尾　

繁

曽
木　

靜
子

柳
原

曽
木　

カ
ズ
ヱ

榎
元　

加
代
子
美
浜
町

榎
元　

靜
雄

古
賀　

敏
行

西
町

古
賀　

康
子

神
屋
敷　

洋
一
川
迎

神
屋
敷　

洋
子

荒
河　

敏
光

湊

荒
河　

ヤ
ス

荒
河　

馨

湊

荒
河　

マ
サ
子

髙
栁　

廣
一

牧
之
峯

髙
栁　

フ
サ
子

榎
本　

泉

現
和
上
之
町

榎
本　

ヨ
シ

和
田　

シ
ヅ

田
屋
敷

和
田　

實

武
田　

哲
郎

池
野

武
田　

サ
カ
エ

こ
の
た
び
は
、
社
協
に
香
典
返
し
及
び
一
般
と
し
て
ご
寄

付
を
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ご
親
族
の
ご
芳
志
に
副
い
ま
す
よ
う
、
社
会
福
祉
の
た
め

に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
氏
名
）　 　
　
　
（
住
所
）

南　

慶
太　
　
　
　

枦
之
峯

　
　

＆

長
野　

加
奈
子　
　

小
牧

福
島　

佑　
　
　
　

宮
崎
県

　
　

＆

椎
木　

麻
理　
　
　

小
牧



炒
り
豆
腐
を
好
み
し
姑は
は

に
も
う
一
度
食
べ
さ
せ
た
か
っ
た
き
く
ら
げ
入
り
を

久
々
に
苑
に
戻
れ
ば
彼
岸
花
庭
い
っ
ぱ
い
に
我
を
迎
え
る

ま
だ
ま
だ
暑
く
店
先
き
並
ぶ
柿
葡
萄
わ
が
子
思
い
し
荷
づ
く
り
急
ぐ

雨
の
日
の
横
断
歩
道
の
母
子
連
れ
抱
っ
こ
の
娘
は
赤
い
傘
さ
す

夢
描
き
教
育
実
習
生
来
た
り
指
導
の
吾
も
原
点
に
立
つ

屋
久
島
は
近
く
て
遠
き
島
な
り
て
未
だ
登
れ
ぬ
高
き
山
々

耶や

そ蘇
仏
リ
オ
の
中
空
に
聳そ

び

え
立
ち
イ
ン
カ
の
神
に
抗あ

ら

が
ふ
如ご

と

し

夕
暮
れ
の
秋
の
気
配
が
蝉
の
声
青
い
バ
ナ
ナ
も
黄
い
ろ
く
熟
れ
る

火ほ
た
ち立

峰
の
秋
の
日
差
の
中
に
立
つ
下
界
の
こ
と
な
ど
し
ば
し
忘
れ
む

親
孝
行
何
一
つ
で
き
ず
逝
き
し
母
夢
枕
に
立
っ
て
と
目
を
瞑つ

む

る

群む
れ

な
し
て
家
族
の
ご
と
し
彼
岸
ば
な
黄
金
の
湖う

み

に
赤
く
燃
え
立
つ

義あ

ね姉
も
ま
た
被
災
者
な
れ
ど
情
の
あ
り
熊
本
野
菜
た
っ
ぷ
り
届
く

手
作
り
の
シ
ョ
ウ
ガ
酢
味
噌
で
角
切
り
の
ナ
ス
の
か
ら
あ
げ
つ
る
り
と
甘
し

荒
海
の
堤
防
に
一
人
糸
を
垂
る
何
も
忘
れ
て
無
心
の
境
地

線
の
無
き
風
の
電
話
に
話
し
か
け
想
い
届
け
と
今
日
を
生
き
ぬ
く

秋
の
空
女
心
も
わ
か
ら
な
い

池
田
・
池
浪
三
重
子

わ
ら
び
苑
・
折
戸
イ
ク
子

松
畠
・
川
野
由
美
子

天
神
町
・
河
東　

鏡
自

古
田
中
之
町
・
栗
﨑　

和
子

鴨
女
町
・
桑
原　

房
子

住
吉
中
之
町
・
上
妻　

敏
彦

鴨
女
町
・
園
田　

又
男

中
西
・
高
重　

孝
子

横
山
・
中
目
健
一
郎

群
馬
県
高
崎
市
・
西
門　

香
里

西
町
・
濱
田　

千
代

野
木
平
・
日
笠
山
エ
チ
子

上
能
野
・
福
元　

秀
義

納
曽
・
山
﨑　

雅
恵

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
い
ち
ろ
ー

区　分 島内産 島外産
入荷量 9トン 26 トン
35 トン （26％） （74％）
取引額 310 万円 627 万円
937 万円 （33％） （67％）

内　訳
入荷量 取引額 入荷量 取引額
（㎏） （千円） （㎏） （千円）

野
菜
類

根 菜 類 426 314 3,705 800
葉 茎 菜 類 383 235 6,460 1,367
果 菜 類 1,128 376 2,895 1,129
そ の 他 5,351 957 6,071 1,425
小 計 7,288 1,882 19,131 4,721

果
物
類

かんきつ類 72 24 2,098 312
果 瓜 類 1,378 97 340 32
そ の 他 252 104 3,380 973
小 計 1,702 225 5,818 1,317

鳥卵・加工品等 116 46 694 197

花　類
34,632

947
1,330

36
本 本

青
果
状
況
【
９
月
】

種
子
島
公
設
地
方
卸
売
市
場

℡
２
２
‐
０
２
１
６

野
菜
・
果
物
・
花
類
の
出
荷
を
ご
希
望
の
方
は
、

種
子
島
公
設
地
方
卸
売
市
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

《
11
月
の
休
み
》
３
日
・
６
日
・
9
日
・
13
日
・
16
日
・
20
日
・

　
　
　
　
　
　

23
日
・
27
日
・
30
日

編
集
後
記

　

今
月
の
表
紙
は
、
陸
上
記
録
会
で
の
一
枚
。
市
民
体
育
祭

か
ら
雨
が
続
い
て
い
た
の
で
、
天
候
が
心
配
で
し
た
が
…
当

日
は
晴
れ
！
新
記
録
も
誕
生
し
、
大
盛
り
上
が
り
の
記
録
会

と
な
り
ま
し
た
。
▽
今
月
号
冒
頭
２
ペ
ー
ジ
は
、
県
・
市
町

村
合
同
の
焼
酎
特
集
！
み
な
さ
ん
が
好
き
な
焼
酎
・
オ
ス
ス

メ
し
た
い
焼
酎
は
あ
り
ま
す
か
？
県
内
は
も
ち
ろ
ん
、
市
内

に
は
、
多
く
の
人
に
愛
さ
れ
、
飲
み
継
が
れ
て
い
る
焼
酎
が

あ
り
ま
す
。
普
段
あ
ま
り
焼
酎
を
飲
ま
な
い
と
い
う
方
も
、

11
月
１
日
は
「
焼
酎
で
乾
杯
♪
」
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
（
莉
）

　

市
政
の
窓
10
月
号
19
ペ
ー
ジ
「
文
芸
に
し
の
お
も
て
」（
天

神
町
・
川
﨑
正
子
さ
ん
作
品
）
の
記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
次
の
と
お
り
訂
正
し
、
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

（
誤
）
自
ら
の
吐
き
て
言
葉
に
悔
い
残
し
帰
る
頭
上
に
月
は
照
ら
せ
る

（
正
）
自
ら
の
吐
き
し
言
葉
に
悔
い
残
し
帰
る
頭
上
に
月
は
照
ら
せ
る



冬のパーマキャンペーン冬のパーマキャンペーン冬のパーマキャンペーン
11/20～12/20迄期間11/20～12/20迄

○すべてのパーマ

○ストレート・デジタル

（シャンプー・カット・ブロー付）

受付時間

一般20%off
互助会会員30%off

20%off
30%off
PM 2：00迄
PM 4：00迄

○その他のパーマ

たねがしま平安閣

営業時間 AM8:30～PM5:30
　　日曜 PM5:00 迄

Tel 23-4244
髪風洗

★七草・成人式・婚礼予約受付中★七草・成人式・婚礼予約受付中

予約制予約制

カリッとしたさつま芋と
甘～い黒糖の風味がとても合う
人気の商品

カリッとしたさつま芋と
甘～い黒糖の風味がとても合う
人気の商品

日
昇
製
糖
謹
製

今
売
れ
て
ま
す

話
題
の
品
!

3
5日昇製糖工場

■問い合わせ先
　種子島高等学校　℡ 22‐1270（担当：小脇）


